
 
1 はじめに 
本ファイルは、Hex ファイルのビュアーです。アドレス空間の確認を主な目的としています。 
Motorola S-recordフォーマット(.s19, .mot)、Intel HEXフォーマット(.hex)に対応しており、読込み時にフォーマットを自動判
別します。  

対応： 
  Motorola S-record フォーマット： Record Field=S0～S3, S5～S9 (S4は Reserved のため未対応) 
  Intel HEXフォーマット： Recode Type=00～05 

 
データ長とチェックサムの確認も行うため、データ編集後のチェックサム確認にも使えます。  
数値は Summary シートの「No.」列以外は 16 進数で記載しています。 
 
■もとの Hex ファイル 

 
 
 
■詳細結果：（Detailシート） 

 
 
■概要結果 (Summary シート) 

 

Hex ファイルのアドレス空間確認ツール 「HexAreaChecker」の使い方 

解析実行 



2 使い方 

 

[Step1]  

Hex ファイルを選択してください。 

[Step2]  

解析実行ボタンを押してください。 

 詳細結果が Detail シート、 概要結果が Summary シートに出力されます。 

 ※実行時は他の Excel ファイルを編集しないでください。 

[オプション設定]  

ターミネーションレコード/オフセットレコードによりアドレス空間を区切るかどうかを選択できます。 

ターミネーションレコード 

    Motorola S-record フォーマット： Record Field=S7, S8, S9 

オフセットレコード 

    Intel HEXフォーマット： Recode Type=02, 04 

 
3 参考： Hex ファイルについて 

Hex ファイルについては下記をご覧ください 
モトローラ S レコードフォーマットについては下記の Web サイトをご覧ください。 
    【SREC (file format) - Wikipedia】 
      https://en.wikipedia.org/wiki/SREC_(file_format) 
インテルフォーマットについては下記の Webサイトをご覧ください。 
    【Intel HEX - Wikipedia】 
      https://ja.wikipedia.org/wiki/Intel_HEX 

 
4 動作環境 

・Excel2007、Excel2010, Excel2013, Excel2016, Excel2019(Office365 MSO(16.0.11425.20220) 32bit にて確認) 

 

5 使用条件 
このプログラムはフリーウェアです。著作権は、toowakiが持ちます。 
転載は自由に行ってください。 
また、当ソフト添付のアドインの改ざん・変更等を行わないようお願いします。 

 

6 免責 
このプログラムを使用して生じた損害等につきましては、作者はいっさい関与しません。 
使用者の責任で、本プログラムを使用してください。 
 

7 連絡先 
何かご要望等ございましたら、toowaki.fc2@gmail.com までメールお願いします。 

   また、下記 URLに本ソフト以外にも公開しておりますのでもし良ければご覧ください。 
http://toowaki.web.fc2.com/ 
 

  

https://en.wikipedia.org/wiki/SREC_(file_format)
https://ja.wikipedia.org/wiki/Intel_HEX
mailto:toowaki.fc2@gmail.com
http://toowaki.web.fc2.com/


8 履歴 

日付 内容 Ver. 編集者 

2017/7/7 新規作成 1.0 toowaki 

2017/11/3 進捗状況をわかりやすくしました 1.1 

2017/01/19 読み取り専用で Hex ファイルを開いて解析するように修正しました 1.2 

2018/10/07 データ長とチェックサムの確認の実行有無を選択できるようにしました 1.3 

2018/10/13 処理速度向上のため、Detail シートの出力有無を選択できるようにしました 1.4 

2019/04/14 アドレスにLong型(符号付4Byte)を使用しており、0x7FFFFFFFより大きいアドレスを扱う

とオーバーフローしていました。 このため、Currency 型(符号付 8Byte)で扱うように変更

しオーバーフローしないようにしました。 

1.5 

2019/09/07 ・0x7FFFFFFF より大きいアドレスに対して 10 進数で負数扱いしており、正しくアドレスを

表示していなかったため修正しました。 

・モトローラ Sレコードフォーマット(S19)の S5, S6レコードに対応できていなかったため修

正しました。 

1.6 

2020/10/11 ・1 アドレスのデータサイズの選択を追加しました。 

選択できるサイズは 8, 16, 24, 32, 64bitです。 

1.7 

2020/12/30 Intel Hex 形式ファイルにて、レコードタイプの拡張リニアアドレス(04)使用時に 32bit アド

レッシングより大きいアドレスを指定した場合にも動作するようにしました。 

1.8 

 


